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人口面積( 60. 3. 1)

世 帯　218, 805
人 口　629, 243男　　318, 724

女　　310, 519面積　53. 25i km2
人口密度　l , 817人/ km2

《月2回( 5日、20日) 発行》

昭和60年度予算案が確定

咲かせます―住みよい足立区

1. 生活基盤の整備
○ 公共下水道の竪備

○ 交通過疎地区の解消
( 交通新緑の誘致)

○ 都市計画街路の整備

2. 活力とふれあいの
ある街づくり

○ 中小企業対策の充実
○商店街の振興
○市街地再開発篳篥の推進

3. 住民サービスの向上
○ 庁l l ? 張所等啻整備
○住民情報漢字凛彰ライン
シ瓢 ム。

竰

○情詣11開制度の推進

4. 福祉と健康の充実
○ t 人傴儖の充実
○ 6身障害者福祉の充実
○保健施設の建設

5. 災害に強い街づくり
○ 防災情報連絡体 制の整備

○ 幹線道路沿い住宅の不 燃7711111
匆　(

避難路の確保) 丶

の浸水対 策事業の推進( 排垠芭魚靂 設等)

6. 教育の充実
○ 義務教育施設の整備

○ 教育内容の充実

〇社会教育・体育 活動の充実

葦
立
ち

街
路
樹
、
公
園
な
ど
の
木
々
の
芽
も
ふ
く

ら
み
、
日
一
日
と
舂
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

区
の
シ
ン
ボ
ル
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
土
の

中
か
ら
顏
を
出
し
、
ま
た
桜
の
つ
ほ
み
も
ほ

こ
ろ
び
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
舂
本
番

は
間
近
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
予
算
は
、
本
紙
面
に
あ

り
ま
す
通
り
、
区
民
要
望
に
お
こ
た
え
を
す

る
た
め
積
極
的
な
F
算
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
予
算
に
対
す
る
考
え
は
。
必
要
な
時

に
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
生
活
基
盤
の
整
備
が
急
が

れ
る
当
区
は
、
ま
だ
、
こ
れ
に
塹
点
配
分
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
予
算
で
こ
れ
か
ら
の
区
政
の

課
題
で
あ
る
高
齢
化
社
会

、
高
度
情
報
化
社

会
、
財
政
の
危
機
と
い
っ
た
問
順
に
的
碓
に

対
に
す
る
た
め
の
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
特
に
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
ね

た
き
り
老
人
対
策
、眥
護
料
の
助
成
な
ど
、社

会
的
弱
者
の
方
々
に
対
し
て
意
を
そ
そ
い
で

い
ま
す
。

今
唆
と
も
国
の
財
政
危
機
が
続
く
巾
で

、

区
の
唄
点
施
策
を
実
麗
し
、
社
会
恫
勢
の
変

化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、引
続
い
て
、

事
務
事
業
の
兒
直
し
、
職
貝
定
数
の
抑
制
や

○
A
化
の
推
4
な
ど
、
行
政
の
効
率
的
運
営

に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区

長

古
性
直

本紙2 月20日りでお知らせした昭和00f r慶f 算案は、3 月の第 】
回区議会定例会で原案どおり 呵決。成立しました。今年度も1主みよ
い111立K をめざして、茫を咲かせるよう努力いたします。
ここに予算の・・点目檬をおしらせしますが、次号から今年度の予

算細庇にあた- 3ての七え方を掲載する予定です。

芸
術
・
文
化
峇
愛
す
る
区
民

の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
観
し

ま
れ
て
い
る
足
立
区
展
を
6
月
1
5

日
か
ら
7
月
1
3日
の
予
定
で

開
催
し
ま
す
。

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

方
は
ど
な
た
で
も
作
品
を
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

□
応
募
規
程

《
少
年
の
部
》
▼
洋
画
・
・
・
油
絵

・
水
彩
画
・
版
画
3
0号
以
下

仮
縁
以
上
の
額
装
で
飾
り
付

け
ひ
も
付
き
、
一
人
卜
点
、

中
学
3
年
ま
で

▼
彫
犂
・・
作
品
材
質
は
、
特

に
制
限
な
し

、
大
き
さ
は
I

第
1
9
回
足
立
区
展

区

展
作
品
募

集

む
四
方
以
内
、
一
人
了
点
以

内▼
書
道
・・・
漢
字
・
か
な
で
半

切
・
仮
巻
以
上
、
一
人
1

点

で
小
学
1
年
～
中
学
3
年
ま

で
《
一
般
の
部
》
▼
洋
画
…
油
絵

・
版
画
・
水
彩
画
5
0
H
P以

下
、
仮
縁
以
1
の
額
装
で
飾

り
付
け
ひ
も
付
き
、
一
人
2

点
以
内
(
油
絵
の
額
装
は
ガ

ラ
ス
額
不
可
)

▼
彫
塑
・
:少
年
の
部
と
同
じ

▼
魯
遭
・
:
漢
字
・
か
な
・
近

代
詩
文
・
前
衛
・
て
ん
刻
・
　

刻
字
で
岫
装
・
枠
張
り
、
9
1
　
?

χ
1
8
2惣
以
内

展
覧
場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー

ル
※
応
募
方
法
・
搬
入
・
搬
出
日

時
は
、
別
途
広
報
紙
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

4月6日～15日
春の交通安全運動

ご
応
募
く
だ
さ
い

春
の
区
内
め
ぐ
り

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
盛
り
の

元
溯
江
公
園
や
、
昨
年
閧
園

し
た
都
市
農
業
公
園
な
ど
、

身
近
な
区
内
施
設
を
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
4

月
2
3・
迴
日
。
午

前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時

見
学
施
設
　
前
記
の
ほ
か

に
、
総
乙
-ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
温
水
プ
ー
ル
、
包

人
会
館
、
足
立
吶
掃
工
場

対
象
　
羂
1
8歳
以
L
の
健
康

な
K
民

定
員
　
各
日
と
も
2
4名
(
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
榎
(

ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、見
学
希
望
日

、

施
殿
兒
学
公
参
加
希
望
』

と
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
　
4

月
1
0日
(
当

日
消
印
有
効
)

※
参
加
賢
は
無
料
で
す
が
。

昼
食
は
各
自
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
聴
係

(
〒
1
2
0千
庄
―
-
4
-
1
8
)

桜
の
つ
ぼ
み
も
ほ
こ
ろ
ぴ
、
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

新
入
学
児
童
か
元
気
に
登
校
し
て

い
さ
ま
す
。
舂
の
や
さ
し
い
風
に

さ
そ
わ
れ
て
、
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ

等
の
計
画
を
さ
れ
て
い
る
万
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し

、
交
通
事
故
は

。
い
つ

あ
な
た
の
身
に
襲
い
か
か
る
か
し

れ
ま
せ
ん
。

区
内
で
は
、
昨
年
1
年
間
に
交

通
事
故
は
、
千
9
1
7件
発
生
し

。2
3

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す

。
今
年
も
す
で
に
3
2
3件
の
事
故

が
発
生
し

。3
人
の
方
が
亡
く
な

り
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

(
2
月
末
日
現
在
)

事
故
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

二
輪
車
に
よ
る
事
故
が
多
く
、夜

間
の
s
酔
い
、速
度
超
過
が
目
だ

ち
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
稜
牲
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
。
今
回
の
交
通
安
全

運
動
*
*
<
会
に
み
ん
な
で
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

<
運
助
の
重
点
>

1
、
二
輪
車
の
安
全
運
転
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用

若
年
層
に
よ
る
二
輪
車
の
事
故

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
正
し
く
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

2
、
子
供
と
お
年
よ
り
の
交
通
事

故
防
止

幼
児
の
一
人
歩
き
や
、
お
年
よ

り
が
遍
路
を
渡
る
時
に
は
、
注
意

を
払
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

3
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
、
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
の
防

止
と
軽
減
を
図
n
ま
し
ょ
う
。

4
、
車
線
を
守
'
?
つ
運
助
の
推
進

み
だ
り
に
巾
線
を
変
え
た
り
、

セ
ン
タ
ー
寄
り
の
走
行
は
大
事
故

の
陬
因
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

決
め
ら
れ
た
車
線
を
守
っ
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

《
交
通
安
全
対
策
課
》

《
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
各
讐

察
薯
》

開

催
し
ま

す

足
立
区
都
市
提
携
交
流
協
会

設
立
総
会

か
ね
て
よ
り
会
員
の
募
集
を
し

て
い
ま
し
た
「
足
立
区
都
市
提
携

交
流
協
会
」
の
設
立
総
会
を
聞
催

し
ま
す
。

総
会
で
は
、
協
会
会
則
、
予
算
、

事
業
計
画
の
審
議
、
役
員
の
選
出

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
協
会
運
営
に

徼
嬖
な
事
項
を
決
定
す
る
予
定
で

す
の
涙

会
叫
の
皆
さ
ん
の
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
4

月
1
3日
(
土
)
、
午
後
2

時
か
ら

場
所
　
産
笑
振
興
卸
公
会
堂

□
会
員
募
集
に
つ
い
て

協
会
で
は
随
時
、
会
貝
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
員
と

な
り
、
文
化
、
敵
气

ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
通
じ
て
市
民
ど
う
し
の
交

流
の
担
い
手
の
一
人
と
し
ア
居

動

さ
れ
や

夊

お
頤
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

事
務
局
(
K

企
岡
課
内
)
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大丈夫かな ?

気になる塩分
消費者センター試買( 塩辛・のり佃煮各24銘柄) テスト結果

塩
辛
・
の
り
佃
煮
は
、
私
た
ち

の
食
生
活
に
な
じ
み
の
深
い
食
べ

物
で
、
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
種
頬

の
も
の
が
盾
頭
に
並
ぷ
ぶ
つ
に
な

り
ま
し
た
。
お
い
し
く
ご
飯
が
食

べ
ら
れ
る
の
で
。
つ
い
つ
い
た
く

さ
ん
食
べ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
気
に
な
る
塩
分
は
y

□
塲
分
は
い
ろ
い
ろ
で
し
た

塩
辛
の
塩
分
は
平
均
1
0・
2
%

で
最
低
(
5

・
0
%
)

と
最
高
(
2
3

・
5
%
)

で
は
!

倍
近
く
も
開
き

が
あ
り
、
銘
柄
に
よ
り
差
の
大
き

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た

イ
カ
以
外
の
カ
ツ
オ
な
ど
の
塩
辛

の
方
が
高
塩
分
な
傾
向
に
あ
り
、

ス
プ
ー
ン
山
盛
2
杯
食
べ
た
だ
け

で
、
食
塩
の
1
日
適
正
摂
取
量
の

上
限

循
9

″
の
半
分
近
ぐ
に
も

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。の

り
佃
羆
の
塩
分
は
平
均
7
・
4
%

で

。
最
畦
(
4

・
5
%
)

と

最
高
(
1
4
・
3
%
)

で
は
約
3
倍

の
閧
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
銘
柄

に
よ
る
差
は
塩
辛
ほ
ど
大
き
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

□
〝
低
塩
〟
商
品
が
増
え
て
き
ま

し
た
が
…
…

最
近
。
塩
分
と
り
す
ぎ
は
健
康

に
良
く
な
い
‘
と
い
う
考
え
方
が

定
植
し
た
た
め
か
、
消
費
者
の
低

塩
商
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
回
購
入
し
た
テ
ス
ト
品

4
8
銘
柄
の
中
に
も
。
塩
分
を
減
ら

し
た
‘
旨
の
表
示
が
あ
っ
た
も
の

が
塩
辛
に
政
銘
柄
、
の
り
佃
煮
に

4
銘
柄
、
合
計
1
0
銘
柄
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
含
ま
れ
る
塩
分
鱸
と

し
て
は
9
銘
柄
が
6
-
7
%
の
値

を
示
し
、
の
こ
り
1
&
柄
に
つ
い

て
は
J
つ
す
塩
"
と
書
か
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
4
・
3
%

と
高
い
匝
を
示
し
ま
し
た
。
塩
分

の
と
り
す
ぎ
傾
向
に
あ
る
今
日
、

消
賢
者
が
自
分
の
食
生
活
に
台
っ

た
も
の
を
逎
択
で
齋
?
富
な
適

正
な
塩
分
表
示
が
望
ま
れ
ま
す
。

□
の
り
佃
煮
に
多
く
使
わ
れ
て
い

た
合
成
保
存
料

低
塩
傾
向
に
あ
る
中
で
、
気
に

な
る
の
が
食
品
添
加
物
の
使
用
状

況
で
す
が
、
塩
辛
2
銘
柄
(
検
出

率
8
・
3
%
)
。
の
り
佃
煮
8
銘
柄

(
検
出
率
3
3
・
3
%
)
か
ら
合
呪

保
存
料
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
の

り
佃
煮
へ
の
使
用
の
多
さ
が
目
立

ち
ま
す
。
ま
た
合
成
着
色
料
は
塩

辛
2
銘
柄
か
ら
検
出
さ
れ
、
の
り

佃
煮
か
ら
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
。
低
塊
"
商
品
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
合
成

保
存
料
・
合
成
柵
色
料
の
安
易
な

使
用
は
避
け
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

□
こ
ん
な
点
に
も
ご
注
意
を

▽
購
入
に
際
し
て
は
表
示
に
注
意

し
、
製
造
年
月
日
の
新
し
い
、

添
加
物
の
少
な
い
も
の
を
選
ぴ

ま
し
ょ
う

▽
フ
タ
を
閲
け
た
ら
必
ず
冷
蔵
申

に
保
存
し
、
囗
を
つ
け
た
は
し

な
ど
で
直
接
触
れ
た
り
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▽
塩
分
蘖
に
注
意
し
、
食
べ
す
ぎ

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

く
わ
し
く
は
、
消
費
考
セ
ン
タ

ー
(
　
Ⅲ
A
9
2
)

へ

。

福
祉
事
業
案
内

心
身
障
害
者
の

し
お
り
を
発
行

心
身
陳
害
者
の
し
お
り蔀
年
版

が
で
煮
ま
し
た
。
各
穐
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
事
業
な
ど
、た
く
さ
ん
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
ぺ

区
内
の
車
い
す
用
施

設
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
、
し
お
り
の

点
字
版
、
テ
ー
プ
版
も
作
成
し
ま

し
た
。
次
の
窓
口
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。(
無
料
)

配
布
場
所
　
各
福
祉
事
務
所
、
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、区
役

所
障
害
福
祉
課

問
合
せ
先
　
瞭
害
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成

講
習
会
受
講
者
募
集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

足
立
区
ろ
う
者
協
会
・
手
話
サ
ー

ク
ル
連
絡
協
議
会
の
協
力
に
よ
り

手
話
奉
仕
貝
賛
成
講
習
会
を
行
い

本
y
。

□
初
級
講
習
会

期
間
　
5
月
1
9日
(
日
)
、5
月
2
3

日
～
1
2月
1
2日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
・
1
2月
1
5日
(
日
)

た
だ
し
、8

月
第
1
・
第
2
木

曜
日
は
除
瘴
汞
す

時
間
　
午
唆
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分
対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
初
め

ぶ
手
話
を
学
習
す
る
方

□
中
級
講
習
会

日
時
　
5

月
1
9
日
目
)

、5
月
2
4

日
1
1
2
月
1
3
日
ま
で
の
毎
週
金

曜
日

、1
0月
1
0日
(
杰

、1
2月
1
5

日
(
日
)

た
だ
し
、8

月
第
1
・
第
2
金

哇
日
は
除
章
ま
す

時
間
　
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0

分
対
象
　
区
内
在
住
・
在
助
で
セ
ン

タ
ー
実
施
の
初
級
構
習
会
修
了

者
、
ま
た
は
簡
単
な
日
常
会
話

か
で
き
る
程
度
の
手
話
を
習
寿

し
、
奉
仕
活
助
が
可
能
な
力

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

初
級
・
中
級
各
4
0名

費
用
　
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
実
費
)

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
僅

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
吋
を
記
人
し
、
講
習
会
名
(

初
級
・
中
級
)
産
明
記
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
4

月
3
0日
(
火
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹
の
塚
2
　
-
2
5
1
1
7

嵋
6
1
7
1
)

対
象
者
を
拡
大

身
体
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成

自
動
車
燃
料
費
助
虞
制
慶
の
対

象
者
が
次
の
と
お
り
拡
大
に
な
り

ま
す
。

新
し
く
対
象
と
な
る
方

下
肢
・
体
幹
機
能
障
富
で
1
・
2

級
。
お
よ
び
内
郎
・
視
覚
陣

害
で
1
級
の
1
8歳
未
満
の
障
害

児
の
た
め
に
自
動
車
を
運
転
す

る
家
族
の
方

今
ま
で
の
対
象
者

口
助
車
運
転
免
許
証
(
原
動
磯

付
白
‥
転
申
免
許
証
も
侖
む
)
所

持
者
で
次
の
万
▽
内
部
・
体

幹
機
能
障
害
者
で
I
～
3
級
　

▽
下
肢
機
能
障
害
者
で
1
1
4

級
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
岐

▽
通
転

免
許
証

▽
自
動
取
飯
免
決
定

通
知
耨

▽
申
倹
証

▽
印
か

ん
助
成
限
度
額
　
年
間
2
万
4

千
円

以
内
で
実
使
用
額

申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
m
l祉
係

福
祉
手
当
支
払
い
通
知

(
ハ
ガ
キ
)
を
廃
止

今
月
は
、
障
害
者
福
祉
手
当
・

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
と
難
訶
患

者
福
祉
手
当
の
支
払
月
で
す
。

昭
和
6
0
年
4
月
期
定
例
払
分
か

ら
、
支
払
通
知
(
(

ガ
キ
)
の
送

付
を
廃
止
し
ま
す
の
で

。
左
記
の

支
払
日
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
印

か
ん
と
預
金
通
帳
を
お
持
ち
に
な

っ
て
、
受
給
者
の
指
定
し
た
金
融

機
関
で
福
祉
手
当
の
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
支
払
日

4
月
期
定
例
払
-
4

月
2
5日

8
月
期
定
例
払
1
8

月
2
6日

1
2月
期
定
例
払
-
1
2

月
2
5日

▽
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
支
払
日

4
月
期
定
例
払
l
j
4

月
1
0日

8
月
期
定
例
払
―
卜
卜白
月
1
0日

1
1月
期
定
例
払
-
1
1

月
H
日

▽
難
詞
思
者
福
祉
乖
当

4
月
期
定
例
払
-
4

月
2
5日

8
月
期
定
例
払
Å

月
2
6日

1
2月
期
定
例
払
-
1
2

月
2
5日

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

塩分は、商品により
こんなにいろいろでしたま

ち
を
緑
で

や
す
ら
ぎ
を

春
の
北
千
住

植
木
ま
つ
り

恒
例
の
地
元
商
店

。街
が
主
催
し

区
が
険
援
で
行
う
「
吭
木
ま
つ
り

」

に
あ
な
た
も
、
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か

。

会
場
に
は
、
値
木
の
病
虫
害
の

防
除
や
、
手
入
れ
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ま
す
。

日
時
　
4

月
1
3日
(
士
)
1
4日
(
旦

午
唆
1
時
～
9
時
(
小
雨
決
行
)

場
所
　
北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店

街

※
な
お
、
両
日
と
も
。
交
通
規
制

に
よ
り
、
車
の
進
入
が
禁
止
さ
れ

ま
す
の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

緑

の
羽

根
募

金
運

動

舂
の
訪
れ
と
と
も
に
、
今
年
も

「
緑
の
羽
根
」
募
金
運
助
を
実
施

し
ま
す
。

世
界
的
な
規
揆
で

、「
森
林
一
の

破
襄
が
進
み

、今
年
は
、「
国
際
森

林
年
」
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で

、
人
々
の
「
緑
」
へ
の
期

待
と

、関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
募
金
運
助
は
。
す
べ
て
の

人
々
が
、「
緑
の
羽
根
」
を
胸
に
飾

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
「
緑
」

に
つ
つ
ま
れ
た
、
公
害
の
な
い
2
1

世
紀
の
都
市
へ
向
け
て
の
。
都
民

連
動
に
ま
で

。
広
げ
ぞ
フ
と
す
る

も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

募
金
期
間
　
5

月
3
1日
ま
で

※
な
お
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
時
は
、
お
手
数
で
す
か
緑
化
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
緑
化
佩

国民年金だより
つ
と
め
を
や
め
た
人
は

国
民
年
金
に
加
入
を

厚
生
年
金
の
あ
る
会
社
を

退
職
し
た
2
0歳
か
ら
5
9歳
ま

で
の
方
は
、

原
則
と
し

て
、
国
民
年

金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。国

民
年
金

に
加
入
す
る

と
、
今
ま
で

加
入
し
て
い

た
厚
生
年
金

と
国
民
年
金
の
期
間
が
つ
な

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期

閧
に
応
じ
た
通
算
老
齢
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
適

用
係

4
月
は
福
祉
年
金
の
支
払

い
月
で
す

福
祉
年
金
を
受
給
中
の
方

は
、4
月
H
日
(
木
)
か
ら

指
定
の
郵
便
6
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
給

付
係

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支

払
い
は
口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
臼

勳
的
に
納
付
で
さ
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
が

あ
る
銀
行
、
信
用
金
Ⅲ
、
信

用
絎
合
、
農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の

年
金
手

帳
、
預
金
通
帳
、
取
引
印

か
ん

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
記

録
係

高
齢
者
事
業
団
事
務
所
が
移
転

ふ
れ
あ
い
と
生
き
が
い
の
西
保
木
間
高
齢
者
作
業
所
完
成

西
保
木
間
高
齢
者
作
業
所
が
、

4
月
1
日
開
所
し
ま
し
た
。こ
の

作
業
所
は
、高
齢
者
事
業
団
の
事

務
局
が
入
居
す
る
y
と
も
に
。高

齢
者
の
作
業
所
と
し
て
使
用
す
る

も
の
で
す
。

高
齢
者
亭
集
団
は
、K
内
の
高

齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
勳

き
、
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
で
す
。

会
貝
は
約
千
嶺
名
で
、
艮
年
培

っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
い
き
い
去と
勳
い
て
い
ま
す
。

区
で
は
、こ
れ
か
ら
訪
れ
る
高

齢
化
社
会
に
む
け
て
、
高
齢
者
事

笑
団
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

《
西
保
木
間
高
齢
者
作
業
所
》

所
在
地
　
〒
1
2
1西
保
木
閧
1
-
8
　
-
9
Q

　
8
5
9り乙
5
6
1

高
齢
者
事
業
団
の
移
転
に
伴
う

変
吏
亊
項
は
、次
の
と
お
り
で
す

。

□
高
齢
者
就
業
相
談

竹
ノ
塚
セ
ン
タ
ー
は
1
月
で
廃

止
と
な
り
、
4
月
か
ら
西
保
木
閧

高
齢
者
作
業
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
西
保
木
間
高
齢
考
作
業
所
…
毎

月
第
4
木
曜
日
(
1
2
月
は
第
3
　

木
曜
旦

▽
区
役
所
相
談
室
…
毎
月
第
4
火

曜
日
(
1
2
月
は
第
1
火
曜
日
)

▽
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
・
:毎
月
第

3
木
曜
日

※
相
詼
時
間
は
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
、
た
だ
し
、
四
新
井
区
民
ホ

ー
ル
は
午
後
4
時
ま
で

。
こ
の
相

談
は
、
墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す

。

□
西
保
木
間
お
さ
ら
い
教
室
新
入

生
募
集

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後

3
時
～
5

時
(
各
学
年
一
時
間
)

場
所
　
西
保
木
間
高
齢
者
作
業
所

募
集
人
員
　
小
学
2

年
生
・・・
3
0

名
、
小
学
3
年
生
・・
3
0名

科
目
　
国
語
、算
数

費
用
　
2
年
生
・
:
3
千
沺
円
、3

年
生
・
:
4
千
円

□
高
齢
者
事
業
団
会
員
募
集

お
お
む
ね
6
0歳
以
L
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
入
会
に
は
、
次
の
も
の
が

必
要
で
す
。

▽
ぢ
良
2
枚

▽
印
か
ん

▽
年

会
費
瞋
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
高
齢
者
事
業

団
　
M
2
5
6
1

と もに生きる 　その12「
弔
話
を
は
じ
め
て
か
ら

表
現
力
が
つ
き
ま
し
た
ね
」

手
話
豪
ま
じ
え
な
が
ら
そ
う

語
る
人
の
表
獎
は
、
本
当
に

豊
か
。
手
話
は
、
全
身
が
表

憐
と
な
っ
て
相
手
を
ひ
き
つ

け
る
こ
と
ぱ
な
の
で
す
。

足
立
区
手
話
サ
ー
ク
ル
連

絡
協
議
会
は
、
そ
ん
な
手
話

サ
ー
ク
ル
の
集
ま
り
で
、
足

立
区
手
話
の
会
、あ
す
な
ろ
、

た
け
の
こ
、
氏
会
の
四
つ
の

サ
ー
ク
ル
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
会
鰤
は
、
難
聴
者
、
健

聴
者
の
別
な
く
、
勤
め
人
の

多
い
と
こ
ろ
、
主
婦
の
多
い

と
こ
う
な
ど
き
ま
ざ
ま
。
中

に
は
小
学
生
も
。
ふ
だ
ん
の

練
習
は
サ
ー
ク
ル
ご
と
で
す

が
、
い
つ
も
連
絡
を
と
ひ
あ

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
耳
が
聞
こ
え
て
も
聞
こ

え
な
ぐ
て
も
、
関
係
な
し
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ

ろ
が
る
っ
て
い
い
で
す
よ
」

(障
害
福
祉
課
)

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

住
宅
修
繕
・
宅
地
整
備
資
金

現
在
住
ん
で
い
る
、
住
宅

の
修
繕
や
1
0平
方
㍍
以
下
の

増
築
、
ま
た
は
宅
地
の
整
備

を
し
よ
う
と
す
る
方
で
資
金

に
お
困
り
の
場
合

、
金
融
機

関
に
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

資
格
　
▽
区
内
に
1

年
以
上

住
ん
で
い
る
こ
と

▽
住

民
税
奮
九
納
し
て
い
る
こ

と

▽
2
0斌
か
ら
6
4
歳
で

あ
る
こ
と

▽
確
実
な
連

帯
保
証
人
を
つ
け
9

れ
る

こ
と

融
資
額
　
2
0
万
円
～
1
5
0
万
円
　
　

(
た
だ
し
、
増
築
を
含
む

場
合
は
沺
万
円
)

利
率
　
年
4
.
7
%
(実
質
申
込

者
負
担
)

償
還
方
法
　
5

年
以
内
の
元

金
均
等
月
賦

対
象
と
な
る
住
宅

居
住
郎

分
の
床
面
積
が
1
3
2平
方
㍍

以
下
で
あ
る
こ
と
(
修
鵬
)

対
象
と
な
る
宅
地

敷
地
面

積
が
珈
平
方
㍍
禾
満
で
、

対
象
と
な
る
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
る
こ
と

ま
た
、
建
替
え
の
場
合

は
、
覡
替
梭
も
居
住
す
る

こ
と
(
土
盛
り
)

取
扱
金
融
機
関
　
富
士
銀

行
、
足
立
信
用
金
擂
、
成

和
信
用
金
幽
、
足
立
農
業

協
同
組
乙
lの
各
区
内
本
店

・
支
店

申
込
方
法
　
申
込
爵
(
区
民

牛
居
係
犇
た
は
出
張
所
に

あ
り
ま
す
)

に
、
工
事
見

積
S
、
申
込
者
お
よ
び
連

帯
保
証
人
の
住
民
票
と
昭

和
5
9年
度
納
税
証
明
S
を

添
え
て

、
工
亭
を
行
う
1

ヵ
月
位
咄
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
工
事
着
工
後
の
申
し
込
み

は
、
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
ひ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生

活
係



昭 和60 年4 月5 日あ だ ち 広 報第684 号( 3)

保健
衛 生

激
増
す
る
肺
ガ
ン

「
喫
煙
を
考
え
る
」集
い

最
近
、
肺
が
ん
が
激
増
し
て
い

ま
す

。あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
。

日
時
4

月
6
日
(

土
)
午
後
1

時
3
0分
か
ら

場
所
　
足
立
保
健
所
(
講
堂
)

内
容
　
▼
講
話
=
岩
城
弘
子
氏
　
　

(
東
和
保
健
相
談
所
長
)
▼
映

画
「
タ
バ
コ
ー
健
康
へ
の
影
響
　

-
」▼
`
種
相
談

問
合
せ
先
　
衛
生
部
管
理
課
、
足

立
保
健
所

　
痂
4
1
5
1

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

日
時
・
会
場
　
左
表
の
と
お
り

一
費
用
　
4
干
瓢
円
(
登
録
手
数
料
2

千
川
円
、
注
射
料
金
2
千
朷

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
糾
枷

円
)

※
4
月
1
日
以
降
に
接
秡
す
る
狂

犬
病
予
防
注
射
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

免
疫
持
続
期
間
が
1
年
間
有
効
の

も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
狂
犬

病
予
防
法
が
今
国
会
で
改
正
さ
れ

ま
す
と
、
第
2
回
注
射
は
必
賢
な

く
な
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
防
疫
指
導
係

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
診
…
1
3
5
歳
以

上
の
区
民

▼
子
宮
が
ん
検
診

・・・
満
3
0歳
以
上
の
区
民
(
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
過
去
1
年
以
内

に
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
程
　
右
下
表
の
と
お
り

費
用
　
胄
の
検
診
・
子
宮
が
ん
検

診
と
も
瞋
円
(
た
だ
し
、
生
活

保
護
世
帯
の
万
は
生
活
保
護
の

し
お
り
と
印
か
ん
を
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
住
民
税

非
課
税
証
明
書
と
印
か
ん
を
、

当
日
持
参
す
れ
ば
免
除
さ
れ
ま

す
)

検
診
で
き
な
い
力
　
▼
胃
の
検
診

・・・
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
胃
の

祠
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し

て
い
る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
力

▼
子
宮
が

ん
検
診
・・・
生
理
中
の
方
、
産
婦

人
科
医
で
受
診
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、希

望
検
診
名
、倹
診
日
、検
診
場

所
、申
込
者
の
住
所
、氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、性
別
、生
年
月
日
、

年
齢
、電
話
番
号
、足
立
保
健

所
で
子
富
が
ん
検
`
苳
受
診
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
。受
診
日
、

番
碍
痊
記
入
の
冫
凡
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い

。(各
倹
診
と
も
I
　

大
1

枚
限
り
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
、4
月
8

日
(

当
日
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。な
お
、子

宮
が
ん
検
診
に
限
り
、抽
選
に

も
れ
た
方
は
、区
内
の
産
婦
人

科
医
で
検
診
(
費
用
は
同
じ
)

し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、束
京

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
倹
診

希
望
の
方
、お
よ
ぴ
冫
宮
か
ん

検
診
の
産
婦
人
科
医
で
受
診
さ

れ
る
方
は
、受
診
`
妥
付
の
た

め
所
管
の
保
健
所
や
保
健
相
談

所
に
、
後
日
お
い
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

(〒
1
2
1伊
興
町
肋
沼
1
1
5
7
　
-
6

　
8
5
5
4
1
5
1
)

精
神
衛

生

相
談

哽
眠
れ
な
い
、
他
人
の
目
が
気

に
な
る
な
ど
、
心
の
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
保
健
所
で
は
専
門
医

が
相
当
し
て
精
神
衛
生
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
第
2
・
第
3
　

月
曜
日
(
5
月
は
、
第
2
・
第

3
・
第
4
月
曜
旦

午
後
2
時

I
3
時
3
0分

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
闥
所

6
4
1
5
1

成
人
病
検
診
の

お

知

ら

せ

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状
の
な

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
成
人
病
の

予
防
に
、
定
期
的
に
倹
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
　
毎
週
水
曜
日
・
・
・
足

立
保
健
所
、毎
週
金
曜
日
・
・
キ

住
保
健
所
午
前
9
時
～
1
0
時

対
象
　
区
内
在
住
の
碣
3
0歳
以
上

の
力

検
査
項
目
　
心
電
図
、眼
底
、尿
、

血
蔽
な
ど
2
3項
目
(
胃
、
子
宮

が
ん
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　
5
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

6
5
4
1
5
1

、
千
佳
保
健
所

一
‘
　
4
2
7
7

2
種
混
合
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

2
種
混
合
(

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
混
合
)
の
予
防
接
極
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
　
V
I

期
・・・生
後
2
4ヵ
月
か

ら
7
2
ヵ
月
禾
満
の
幼
児

▽
H
期
・
:
I
期
終
了
後
1
2ヵ
月

か
ら
1
8
ヵ
月
ま
で
の
幼
児
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児

▽
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
な
幼
児

▽
特
別
の
理
由
に
よ
り
、3
種

混
合
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
幼
児

接
種
日
　
4

月
9
日
(
火
)
、5
月
7

日
(
火
)
、6
月
4
日
(
火
)

・
2
5日
(
火
)

時
間
　

午
後
2
時
I
3

時

接
種
場
所
　
足
立
保
健
所

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る
幼
児
ま
た
は
著

し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
幼
児

▽
心
臓
血
管
系
疾
患
、腎
臓
疾
思
、

肝
臟
呎
思
に
か
か
っ
て
い
る
幼

児
で
そ
の
疾
患
が
急
性
期
も
し

く
は
増
悪
朋
ま
た
は
活
動
期
に

あ
る
幼
児

▽
接
種
し
よ
う
と
す
る
予
防
接
種

に
よ
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
や
異
常

な
副
反
に
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
幼
児
、
ま
た
は
そ
の
お
そ

れ
の
あ
る
幼
児

▽
接
種
前
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

(ひ
き
つ
け
)

痴
忌
こ
し
た
幼

児
《
ご
注
意
》
▽
2
種
類
以
上
の

予
防
接
種
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

幼
児
は
、
亊
前
に
必
ず
保
健
所
、

ま
た
は
保
健
予
防
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

▽
接
種
当
日
は

、
体
温
を
計
っ
て

来
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
▽
保
健
予
防
係

▽

足
立
保
健
所
(
　
8
5
5
4
1
5
1
)
　

▽
千
住
保
健
所
(
　
　
4
2
7
　
7
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
1
)

江
戸
時
代
は
、
全
人
口
の
約
7
%

に
あ
た
る
武
士
陪
級
か
人

び
冫
冨
i

し
て
い
ま
し
た
。

徳
川
幕
萵
体
制
が
存
立
す
る
財

政
的
な
土
台
は
、
米
を
中
心
と

す
る
農
産
物
で
す
か
ら
、
農
民

と
土
地
を
支
配
す
る
こ
と
が
、

璽
要
な
問
題
で
し
た
。
幕
府
は

「
士
・
農
・
工
・
商
」
の
身
分

制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。

塹
い
年
貢
に
苦
し
む
農
民
た

ち
が
、
各
地
で
一
揆
を
起
こ
す

と
、
そ
の
抵
抗
を
そ
ら
す
た
め

に
、「
農
工
商
」よ
n
き
ら
に
吸

い
身
分
を
制
度
と
‥
そ
っ
く
り
、

そ
の
不
薦
と
抵
抗
を
下
に
向
け

さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

や
が
て
居
住
地
を
制
限
し
、

住
居
の
移
転
を
禁
止
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
他
と
区

別
を
つ
け
て
差
別
を
徹
底
し
よ

』
?
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

ま
で
残
さ
れ
て
い
る
部
落
差
別

の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
一
定
の

地
域
と
か
、
庄
所
と
か
、
土
地

に
ま
つ
わ
っ
て
固
定
化
さ
れ
た

差
別
の
は
じ
ま
り
な
の
で
す
。

部
落
の
人
″
y
ほ
、
い
つ
ま
で

も
き
び
し
い
差
別
に
甘
ん
じ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
n
ま
せ
ん
。

差
別
に
対
し
て
j
i

安
稾

な
か
た
ち
で
抵
抗
を
は
じ
め
ま

し
た
。一
方
、
江
戸
時
代
中
ご

ろ
か
ら
幕
藩
権
力
は
部
落
に
対

す
る
差
別
政
策
を
強
め
は
じ
め

禹
し
た
。

部
落
へ
の
差
別
的
弾
圧
が
強

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、裏
が

え
し
に
す
れ
ば
、
部
落
が
わ
か

ら
、
身
分
的
抑
圧
を
は
ね
か
人

し
解
放
を
求
め
よ
う
と
す
る
抵

抗
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

安
政
3
年
(
1
8
5
6
年
)

閥
山
鴈
の
倹
約
令
に
抵
抗
し
た

渋
染
一
揆
に
は
、
萵
内
5
3部
落

の
人
た
ち
が
団
結
し
て
立
ち
上

が
り
、
つ
い
に
は
こ
の
禁
令
を

事
実
上
空
文
化
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

幕
末
に
な
る
と
、
部
落
は
、

用
水
差
別
反
対
、
分
村
独
立
要

求
、
入
会
権
差
別
反
対
な
ど
、

そ
の
差
別
撤
廃
の
た
め
に
さ
ま

ざ
M
i
実
力
的
抵
抗
に
立
ち
あ

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
幕
末
の
人
び
と

の
め
ぎ
め
は
、
や
が
刄
明
冶
の
解

放
令
を
だ
さ
せ
て
い
く
力
と
な

っ
て
い
っ
た
と
い
λ
ポ
r
‥
'
よ
う
。

り
同
和
問
9
に
関
す
る
問
い
ぺ
合

わ
せ
は
、
区
没
所
同
和
対
策
担

当
へ
。 ひ

ろ
ば

□
婦
人
倫
理
講
演
会

日
時
　
4
月
2
1
日
(
日
)
午
後
1

時
3
0
分
～
4
時

場
所
　
文
化
会
館

内
容
　
つ
よ
く
あ
れ
!
観
の
姿
勢

問
合
せ
先
　
中
村

　
　
8
6
0

□
東
京
都
少
年
・
少
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
足
立
区
予
選

日
時
　
5

月
5
日
(
日
)
、6
日

(月
)

午
前
8
時
か
ら

場
所
　

古
千
谷
グ
ラ
ン
ド

対
象
　
区
内
在
住
の
小
学
乍
劣
・

女
(
た
だ
し
男
女
混
成
は
不
可
)

参
加
費
　
I

チ
ー
ム
3
千
鴎
円

キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
　
4

月
2
1日
　

午
険
1
時
総
皀
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

申
込
方
法
　
4
月
1
5
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
々
木
(
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
)
　
8
9
7
0
7
　
6
0
(

夜
問
の
み
)

□
美
虹
会
手
芸
教
室

日
時
　
氈
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

場
所
　
竹
の
塚
社
会
敦
育
館

内
容
　
木
目
込
人
形
、マ
ク
ラ
メ
、

袋
物
な
ど

費
用
　
無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
藤
野

　
8
9
9

□
ジ
ャ
ズ
体
操
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日

午
前
1
0
時
～
1
1時

場
所
　
栗
原
団
地
集
会
所

費
用
　
入
会
金
・・・
3
千
円
、
月
額

…
3
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
清
水

0
9
7
6

投
稿
・
問
合
せ
先
　

広
報
課
(

〒
凶
千
住
―
-
4
-
1
8
)

募
集
・
催
し
物

□
話
し
方
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
日
時
　
5

月
2
日
・
1
6日
・
3
0日
、6

月
6
日
・
2
0日
・
2
7日
、7

月
4
日
・
1
8日
(
木
曜
日

午

前
1
0時
1
正
午

内
容
　
人
問
関
係
を
よ
く
す
る
話

し
方
に
つ
い
て

、
講
義
と
実
技

を
行
い
ま
す

対
象
　
区
内
在
庄
・
在
勤
の
婦

人
(

初
心
者
に
限
る
)

定
員
　
3
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用
　

無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
悉
号
・

話
し
方
教
室
と
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

二

人
1

枚

に
限
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
1

月
H
日
(

当
日
消

印
有
匆

申
込
・
問
合
せ
先
　
束
部
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
0東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7
　

一
l
a
7
1
0
1
)

□
手
芸
教
室

日
時
　
4

月
1
0冂
(
水
)
午
後
1

時
～
4
時

内
容
　
つ
ま
み
の
ブ
ロ
ー
チ

対
象
　
区
内
在
住
ま
た
は
在
動
の

婦
人

定
員
　
3
0
名

費
用
　
7
0
0円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
で

受
付
け

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
6
0
5
7
1
0
1

□
区
民
芸
能
大
会
出
場
者
募
集

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
　
5

月
1
8日
(
士
)
午
前
1
0

時
I
午
唆
4
時

場
所
　
竹
の
塚
社
会
敦
育
館

出
場
資
格
　
K
民
の
力
(
前
回
人

会
優
秀
食
・
優
良
貨
受
貧
者
は

除
さ
ま
す
)

募
集
種
目
　
歌
の
部
、
踊
り
の
郎

募
集
組
数
　
各
3
2
机
(
岡
人
を
原

川
と
し

。
グ
ル
ー
プ
の
場
凸
は
1
0

私
以
内
と
し
ま
す

。た
だ
し
、

一
人
I
秘
川
に
限
定
し
ま
す
)

参
加
倉

一
人
5
0
0円

申
込
期
限
　
4
月
1
0日

申
込
方
法
　
申
込
書
(
観
光
s
会

事
務
局
に
有
)
に
、6
0円
切
手

を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
出
場
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
主
催
者
で
抽
選
の
う
又

出
場
者
を
決
定
」ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
経
済
課
内
観

光
協
会
事
務
局

□
第
8
0回
婦
人
学
級
募
集

美
し
く
年
を
と
る
た
め
に
、家

庭
、
健
康
、
生
活
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
婦
人
が
直
面
し
て
い
る
環

境
に
つ
い
て
考
え
、こ
れ
か
ら
の

あ
な
た
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
2
3
日
～
7
月
1
日
の

毎
週
火
曜
日
、
た
だ
し
最
終
日

は
月
曜
日
。い
ず
れ
も
午
後
2

時
～
4
時
(
全
H
回
)

場
所
　
舎
人
社
会
敦
弯
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

で
8
回
以
上
出
席
で
さ
る
方

内
容
　
ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
近
未
来
の
年
金
学
、

足
立
老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
、
成

人
訶
の
予
防
、
安
全
な
洗
剤
、

健
康
体
操
な
ど

定
員
　
匐
名
(
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
「
婦

人
学
級
参
加
希
望
」
と
潛
べ
　

庄
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

り
を
明
記
す
る
(
2
歳
以
h
、

学
齢
禾
満
の
託
児
あ
り
)

申
込
期
限
　
4
月
1
2日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
陥
人
対
策
扣

当
(
〒
a
f
住
―
-
4
-
1
8
)

老
人
福
祉
電
話
をお

貸
し
し
ま
す

区
で
は
、6
5
歳
以
上
の
お

年
寄
の
方
に
福
祉
電
話
の
貨

与
ま
た
は
I
`
話
料
金
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
者

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
貸
与
・
料
金
助
成
対
象

者
は
、
実
態
調
査
の
あ
と
選

定
委
貝
会
で
決
定
し
ま
す
。

対
象
　
6
5歳
以
上
の
一
人
世

帯
ま
た
は
世
帯
全
橢
が
6
5
　

虞
以
上
の
世
帯
で
、
生
計

中
心
者
の
所
得
税
が
4
万
2

千
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か

ん
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

無
料
商
工
相
談

区
で
は

。
商
店
や
工
場
の

経
営
が
よ
り
発
展
す
る
た
め

に
、
専
門
的
知
識
と
経
験
を

も
つ
相
談
貝
が
相
談
に
C

じ

ま
す
。

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

相
談
日
時
　
▽
商
業
・・・
毎
週

火
・
木
曜
日

▽
工
業
・・・

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
前
1
0時
I
午
後
4
時

場
所
　
経
済
課
商
工
相
談
室

相
談
内
容
　
経
営
、
金
融
、

抔
理

、
労
務
管
理
、
下
躋

あ
つ
旋

問
合
せ
先
　
指
導
育
成
係

青
年
実
態
調
査
の
お
知
ら
せ

教
弯
委
貝
会
4
だ
立
区
I
Y
Y

推
進
協
皐
会
で
は
、
今

後
の
事
業
推
進
の
参
考
に
、

青
年
が
ど
の
よ
う
な
悩
み

や
、
関
心
を
も
っ
て
い
る
か

な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
に
な

り
声
し
た
。
調
査
書
が
お
手

も
と
に
届
き
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
送
時
期
4

月
中
旬

対
象
　
約
4
千
名

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

遊
休
地
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

都
市
化
が
進
み
、
以
前
は

た
く
さ
ん
あ
っ
た
空
地
や
原

っ
ぱ
も
少
な
く
な
り
、
激
増

し
た
交
通
置
の
た
め
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
の
遊
び
場

は
、
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
し

か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。区

で
は
、
こ
の
状
況
に
対

に
す
る
た
め
、
公
園
や
児
童

遊
園
の
設
置
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
「
民
間
遊
び
場
」
の

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
主
の
方
々
に
遊

休
地
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

地
域
の
方
々
が
管
理
委
員
会

を
設
置
し
て
管
理
渊
営
奮
竹

つ
て
い
く
も
の
で
す
。

新
し
く
『
民
間
遊
び
場
』

を
設
置
す
る
變
l
に
は
設
爾

費
を
、
そ
の
纜
毎
年
管
理
運

営
費
煢

そ
れ
ぞ
れ
遊
び
場

の
面
積
に
よ
り
補
助
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
対
策
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催し物
募集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研

修

会

《
A
コ
ー
ス
》

対
象
　
小
学
校
5
・
6
年
生

内
容
　
子
ど
も
会
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
研
修

期
間
　
4

月
下
旬
～
7
月
中
旬

(
延
べ
5
日
間
)

場
所
　
区
内
小
学
校
(
2
2
会
場
)

申
込
先
　
も
よ
り
の
育
威
会

《
B
コ
ー
ス
》

対
象
　
Λ
コ

ー
ス
修
了
考
お
よ
び

中
学
生

内
容
　
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
基
本
的
な
要
素
の
研
修

期
間
　
5

月
L
旬
I
9

月
上
旬
(

延
べ
1
0日
間
)

場
所
　
区
内
小
学
校
他
了

会
場
)

《
C
コ
ー
ス
》

対
象
　
B
コ
ー
ス
修
了
者

内
容
　
実
際
に
子
ど
も
会
の
り
I

ダ
ー
と
な
る
た
め
の
理
論
と
実

枝
期
間
　
5
月
上
旬
～
1
0
月
中
旬

(
延
べ
H
日
間
)

場
所
　
胃
年
館
・
中
央
本
町
社
会

教
育
館

申
込
・
問
合
せ
先
　
B
・
C
コ
ー

ス
、
い
ず
れ
も
青
少
年
係

青
少
年
指
導
員

研

修

会

《
A
コ
ー
ス
》

対
象
　
子
ど
も
会
育
成
会
員

内
容
　
子
ど
も
会
活
動
に
つ
い
て

の
初
歩
的
理
論
と
実
技

期
間
　
5
月
中
旬
～
7
月
中
句

(延
べ
5
日
間
)

場
所
　
区
内
小
学
校
他
(
6会
場
)

《
B
コ
ー
ス
》

対
象
　
A
コ
ー
ス
修
了
者
お
よ
び

肓
少
年
委
員

内
容
　
子
ど
も
会
の
育
成
指
導
者

と
し
て
の
理
論
と
運
営
方
法

期
間
　
5
月
中
旬
～
H
月
中
旬
(

延
べ
1
0日
間
)

場
所
　
青
年
館

申
込
・
問
合
せ
先
　
A
・
B
コ
ー

ス
と
も
胃
少
年
係

新
入
隊
団
員
募
集

少
年
鼓
笛
隊
合
唱
団

練
習
日
時
　
5

月
1
8日
か
ら
毎
週

土
曜
日
、午
険
2
時
I
4

時
(
た

だ
し
舂
・
夏
・
冬
休
み
期
間
中

は
休
み
)

練
習
場
所
　
▽
鼓
笛
隊
・・・
梅
島

小
、
千
寿
第
六
小
、
綾
瀬
小
学

校
▽
合
唱
団
・・・
五
反
野
小
学
校

応
募
資
格
　
4
月
現
在
、区
内
小

学
校
に
在
学
の
小
学
4
年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
・
-
1
5
0
名
合

唱
団
・・・
7
0名
(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
学
校
長
の
承
認
を
得

て
申
し
込
み
の
こ
と
(
申
込一

は
各
小
学
校
に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
4
月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

区
民
軟
式
野
球
大
会

期
日
　
5
月
5
日
・
1
2日
・
1
9日

・
2
6日
の
日
曜
日
(
廷
べ
4
日

間
、
雨
天
順
延
)

場
所
　
千
住
新
橋
・
五
反
野
グ
ラ

ン
ド

出
場
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
1
8

歳
以
上
(
1
6歳
以
上
の
勤
労

青
少
年
を
含
む
)
の
方
で
編
成

さ
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
に
登
録
し
て
あ

る
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

募
集
数
　
1
2
4
チ
ー
ム
(
先
着
順
)

試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
参
加

費
　
無
料

申
込
方
法
　
体
育
課
所
定
の
用
紙

で
、
直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
　
4
月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

成
人
セ
ミ
ナ
ー

＝
新
し
い
都
市
像
を
求
め
て

日
時
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
者

定
員
　
4
0名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

、

電
話
番
号
、「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
受

講
希
望
」
と
明
記
の
う
凡
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
4

月
1
3日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

(
〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8
)

水
上
安
全
法
の

救
助
員
講
習
会

水
に
よ
る
事
故
防
止
の
知
識
と

救
助
法
を
習
呀
し
、
犠
牲
者
を
な

く
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会

で
す
。

日
時
5

月
1
3日
1
2
4日
(
1
0日

間
)
、
午
唆
6
時
I
9
時

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
満
1
8

歳
以
上
で
聊
㍍
以
上
泳
げ
る
方

内
容

学
科
4
日
間
、
実
技
6
日

間
(
試
験
を
含
む
。
試
験
合
格

者
に
は
日
赤
救
助
與
の
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。な
お
、
合
格

者
は
区
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
登
録
さ
れ
李
す
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
こ
の
講
習
会
は
、
救
助
員
の
養

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
自
分
の
健
康
管
理
に
責
任
を

持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課
水
上

安
全
法
講
習
会
担
当
(
〒
1
2
0千

住
―
-
4
-
1
8
)

都
民
体
育
大
会
足

立
区
予
選
会
・

□
空
手
道

日
時
　
4

月
2
1日
(
日
)
午
後
1

時
～
5
時

場
所
　
中
央
本
町
体
育
館

種
目
・
方
法
　
組
手
ト
ー
ナ
メ
ン

参
加
資
格
　
区
連
盟
団
体
加
入
有

段
・
有
級
(
闖
名
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
団
体
責
任
者
が
一
括

し
て
直
接
区
連
盟
へ
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い

申
込
期
限
　
4

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
連
盟
事
務

笳

米

元
(

谷

中
3
-
4
1
5
　
　

　

莇
8
4
5
0
)

□

陸

上

競

技

日

時
　
4

月
2
9
日

午

前
8

時
3
0

分

か

ら

Λ

予

備

日

▽
5

月
5

日

場

所
　

平

野

運

動

場

種
目
・
参
加
費
　
一
般
・
教
蕀
・

壮
年
・
・
・
7
0
0
円
、中
学
・
;
崩
円

リ

レ

ー
・
:
刪

円

申

込

方
法

・

期
限
　
4

月
1
8
日

ま

で

に

申
込

先

へ

参

加

費

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

申
込

・
問

合

せ

先
　

辻

野

漓
(

第

三

中

学

校
)

　

翻
7
4
4
6

補助金を交付します

少年スポーツ大会 地
域
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

交
付
対
象
　
▽
区
内

在
住
・
在
学
の
小

・
中
学
生
で
組
織

さ
れ
て
い
る
団
体

の
大
会
で
あ
る
こ

と

▽
大
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
1
0チ
ー

ム
以
上
(
団
体
)

ま
た
は
、
1
0
0名
以
上
の
穆

加
の
あ
る
も
の

▽
要
項

・
規
約
が
明
確
な
大
会

※
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を

受
け
て
い
る
団
体
(
地
区
対

策
委
貝
会
、
地
区
少
年
団
体

協
議
会
、
体
育
協
会
、
町
会

自
治
会
な
ど
)
が
主
催
の
大

会
は
除
孝
ま
す
。

申
込
方
法
・
期
限
　
4

月
2
0

日
ま
で
に
所
定
の
登
録
用

紙
(
体
育
課
に
あ
り
奪
歹
)

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

社 会 教 育 館 ・ 青 年 館 … … … ふ れ あ い 教 室

※ 各 事 裏 と も 申 し 込 み 多 籖の 襴 朏 丿 柚遷 と な り ま す,

春
で
す

あ
な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
!

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業

公
社
だ
よ
り

地域体育館事業案内

スポーツセンター事業案内　 　859- 8211

※ 3 番の硬人テニス教室の受趣番望 着は、往循ハガキに住所、氏名、年片、黽話番号. 柚童名を記入L て申

し込んでください、{ 〒I ZI 稟保本間2- 27- | 卜 一人・i のみ　4 川011 酊11有効

掲
示
板

□
足
立
電
話
局
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
設
―
―
ぎ
月
2
7
日
か
ら

所
在
地
　
北
予
住
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
(

ウ
イ
ズ
)
7

階

営
業
時
間
　
午
前
1
0時
～
午
後
7

時
3
0分
(

第
2

、
第
3
水
曜
日

は
休
刄

業
務
内
容
　
一
｀
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
各
種
注
文
の
受
付
、

相
談
な
ど

問
合
せ
先
　
N
T
T

北
千
住
サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
8
8
1
5
　
0
0
0
(

無
料
)

□
引
越
し
は
国
鉄
コ
ン
テ
ナ
で

く
わ
し
く
は
、
隅
田
川
賀
物
営

業
所
(
　
唹
8
3
8
4
)

へ

。

□
確
定
申
告
が
間
遠
っ
て
い
た
と

き
は確

定
申
告
S
を
攪
出
し
た
あ
と

で
、間
違
い
に
気
づ
か
れ
た
方
は
、

一
日
も
早
く
修
正
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
相
談
室
足

立
分
室
(
　
8
8
1
8
6
9
2
)
、
足
立

税
務
署
(
　
啝
1
2
4
1
)

、
酉
新

井
税
筋
所
(
　
Ⅲ
1
1
1
1
)

へ
。

□
北
千
住
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
(
W
-

Z
)
消
防
演
習
の
実
施

日
時
　
4

月
1
0日

午
後
2
時
I
　
3

時

Λ
千
住
消
防
署
V

□
6
0年
度
し
尿
浄
化
槽
清
掃
経
費

軽
減
証
を
郵
送
し
ま
す

都
で
は
、
下
水
遭
習
及
地
区
を

除
く
届
出
済
の
浄
化
槽
に
対
し

て
、
年
I

回
清
掃
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
「
し

尿
浄
化
槽
濟
掃
経
費
軽
減
証
」(叨

年
度
は
桃
色
)
を
4
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
清
掃
局
浄
化

施
設
諌
(
　
2
1
2
5
1
1
1
)
へ
。

□
も
っ
と
豊
か
に
み
ん
な
の
川

4
月
は
、河
川
美
化
月
間
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
手
で
川
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

<
建
般
省
荒
川
下
流

工
事
S
務
所
>

□
自
動
車
税
を
納
め
て
い
る
方
へ

4
月
1
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
で
処
理
し
て
い
ま
す
の

で

、
お
問
い
合
せ
や
納
税
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
都

税
事
務
所
で
も
利
用
で
孝
ま
す
。

<
足
立
都
税
事
務
所
>

A・O　240, 000


